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㉔題目石・地神・水神（大橋）
大橋妙見宮・地蔵堂  （撫川28-14・28-15）

大橋常夜灯
地蔵堂

修堤碑
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昭和43年の足守川拡張工事による移転
昭和43年須佐之男神社に移転

平成19年移転

昭和43年頃移転

昭和43年頃移転

昭和43年頃移転

吉備西幼稚園内へ
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かつて足守川東詰堤上に地蔵堂（南側）と妙見宮（北側）
が相対して在ったが、昭和43年に河川改修で現在地に遷
座された。その後妙見宮は平成18年に改修工事をした。

昭和41年の足守川周辺見取図（きびのさとNo.96より）
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③題目石

②常夜灯

寄進者は藺草で財をなした人 で々ある。
	 土佐屋=ござの商人（「土佐屋弥吉」は撫川
八幡神社、須佐之男神社の玉垣にもある）
	 鳥羽屋　狭川の人（ござの商家）
	 岡　屋　東町の人（業種は不明）
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大橋妙見宮・地蔵堂　題目石・地神・水神
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大橋妙見宮

欅板・横三尺一寸、竪一尺三寸

裏面に墨書（きびのさとNo.96より）

御本尊の北辰妙見大菩薩を安置し、右に最上稲荷大明神、
日蓮大菩薩。左に清正公大明神、鬼子母尊天の尊像を厨子
に崇め奉っている。

この御堂は昔から部落の日蓮宗信徒十二家が揃って祭祀し、
毎月十二日に御講の行事をしている。（きびのさとNo.96より）
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北向きの堂の中に石造座像の地蔵尊を台石の上に安置している。
創建は寛永年間と思われるが、堂の棟札（現存未確認）に「天井営繕 大正十

年旧三月東 大橋町 女講中」とある。（きびのさとNo.96より）
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